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(2) 報広町和日百

人
間
は
誰
で
も
年
を
と
り
ま
す
。
給
さ
れ
る
と
と
陀
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
お
も
い
が
け
な
い
事
故
陀
会
う
で
す
か
ら
保
険
料
を
納
め
な
い
で

か

わ

か

り

ま

せ

ん

。

い

る

と

年

金

額

が

少

な

く

な

っ

た

り

国
民
年
金
は
こ
の
よ
う
な
時
に
年
場
合
に
よ
っ
て
は
期
聞
が
足
り
ず
民

金
を
支
給
し
て
、
そ
の
後
の
生
活
安
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
仕
る
お

定

を

図

る

制

度

で

す

。

そ

れ

も

あ

り

ま

す

。

四
十
六
年
五
月
か
ら
制
度
本
来
の
ま
た
保
険
料
は
納
入
期
限
ま
で
に

老
齢
年
金
の
支
給
が
開
始
さ
れ
、
ま
必
ら
ず
納
め
て
い
な
い
と
思
い
が
け

た
こ
の
二
月
か
ら
五
年
年
金
の
支
給
な
い
事
故
に
あ
っ
た
と
き
に
支
給
さ

が
開
始
さ
れ
て
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
れ
る
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
遺
児

も
年
金
を
受
け
る
人
が
多
く
な
っ
て
年
金
等
が
受
け
ら
れ
芯
い
場
合
が
で

き

ま

し

た

。

て

き

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

こ

と

が

な

老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
い
よ
う
に
国
民
年
金
の
保
険
料
は
納

み
な
さ
ん
も
す
で
に
御
承
知
の
よ
う
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
る
よ
う
に
い

に
保
険
料
の
納
付
を
大
き
な
要
件
と
た
し
ま
し
ょ
う
。

し

て

い

ま

す

。

三

月

は

年

度

の

し

め

く

く

り

の

月

つ
ま
り
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
で
す
。
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
は
、

一
定
期
間
以
上
あ
る
人
民
保
険
料
を
い
ま
す
ぐ
納
め
て
老
後
お
も
い
が
け

納
め
た
月
数
に
比
例
し
た
年
金
が
支
な
い
事
故
陀
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

(

)

在

る

で

と

ν

わ

業

現

え

り

、

一

~

ヤ

営

o

さ

か

と

)

す

ん

γ

』

白

金

さ

ば

す

金

を

ま

〈

V

F

。

.

年

う

金

ま

年

金

き

山

~

填

人

業

民

ど

年

し

加

年

で

い

~

3
く

。

商

国

を

の

入

。

附

も

が

)

(

霊

働

人

・

は

活

夫

加

す

し

方

と

~

の

1

で

く

業

マ

生

。

も

陀

ま

円

円

た

こ

~

ヤ

D

場

働

農

マ

の

す

様

金

れ

0

0

れ

る

〈

γ

C

工

で

(

、

後

ま

奥

年

さ

料

0

0

ら

け

〈

〉

主

ゃ

庁

業

金

老

き

の

も

給

険

1

4

な

か

り

~

1

社

公

由

年

、

て

ン

分

支

保

L

に

い

~

E

会

官

自

生

は

っ

マ

自

が

金

人

〕

(

4

厚

で

な

一

と

金

年

月

成

)

(

M

金

合

金

は

高

に

リ

、

年

民

色

~

十

円

年

組

年

パ

価

配

ラ

く

の

国

今

~

γ

生

済

民

パ

物

心

サ

な

分

一

〈

γ

厚

共

国

の

か

は

自

0

.

斗

れ
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
し
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助
産
費
葬
祭
費
が

四
月
か
ら
引
上
げ
に

助
産
費
お
よ
び
葬
祭
費
を
園
、
県
の

七
月
実
抱
陀
先
が
け
て
本
年
四
月
よ

h
倍
額
陀
引
上
げ
る
こ
と
を
検
討
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

確
定
し
ま
す
と
支
給
額
は
、
左
記

の
通
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

国
保
• 

町
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
昨
今

医
療
点
数
の
改
正
や
老
人
医
療
、
高

額
医
療
制
度
の
実
施
等
に
よ
る
医
療

費
(
国
保
が
告
垣
す
べ
き
費
用
)
の

増
大
花
伴
な
い
保
険
税
の
増
額
は
必

然
的
陀
生
じ
て
被
保
険
者
へ
の
負
担

も
ま
す
ま
す
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
こ
ん
な
中
で
町
で
は
国
保

制
度
の
内
容
充
実
と
他
保
険
と
の
均

衡
と
を
序
々
陀
改
革
す
る
た
め
、
こ

の
た
び
昨
年
四
月
に
引
上
げ
ら
れ
た

• 助
産
費

現
行

二
万
円
が

四
万
円
児

玉
千
円
が

一
万
円
に

葬
祭
費

H 

好
評
受
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

晴

の

門

出

釘

昭
和
町
で
は
、
数
年
前
か
ら
成

人
式
を
よ
り
有
意
義
応
し
よ
う
と

新
成
人
該
当
者
の
要
望
を
入
れ
、

深
く
印
象
に
残
る
よ
う
陀
、
ま
た

町
民
打
っ
て
一
丸
と
な
っ
て
祝
福

し
て
や
ろ
う
と
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

も
と
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
時
比
は
該
当
者
か
ら
の
要

望
も
な
く
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
行

事
陀
終
っ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
四
十
九
年
度
陀
お
き

ま
し
て
は
、
該
当
者
の
打
合
せ
会

名
ー
成
人
式
ー

に
集
り
の
よ
い
夏
休
み
の
時
期
を

え
ら
ん
だ
結
果
、
幸
陀
多
く
の
該

当
者
か
ら
の
要
望
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
ま
で
の
形
式
を
大
い

陀
打
ち
破
っ
て
パ
ー
テ
ィ
ー
方
式

陀
切
り
換
え
、
自
由
民
席
も
移
動

で
き
る
よ
う
に
し
、
ま
た
祝
い
物

な
ど
も
そ
の
場
で
消
化
で
き
る
よ

う
に
配
慮
し
た
り
、
自
己
紹
介
や

意
見
発
表
な
ど
も
気
軽
に
で
き
る

よ
う
に
し
た
結
果
、
好
評
で
、
有



報

重
度
身
体
障
害
者の

範
囲

(
郵
便
投
票
が
認
め
ら
れ
る
人
)

。
身
体
障
害
者
手
帳
花
、
両
下
肢
も

し
く
は
体
幹
の
障
害
程
度
が
一
級

ま
た
は
二
級
と
記
載
の
人
。

O
身
体
障
害
者
手
帳
児
、
心
臓
、
じ

ん
臓
、
も
し
く
は
呼
吸
器
の
障
害

の
程
度
が
一
線
ま
た
は
三
級
と
記

載
の
人
。

O
戦
傷
者
手
帳
花
、
画

r肢
も
し
く

は
体
幹
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項

症
・
第
一
項
症
・
第
二
項
症
ま
た

は
第
三
項
症
と
あ
る
人
。

。
戦
傷
病
者
手
帳
に
、
心
臓
、
じ
ん

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
障
害
の
程

度
が
、
特
別
項
症
・
第
一
項
症
・

第
二
項
症
ま
た
は
第
三
項
症
と
あ

る
人
。

。
右
記
以
外
の
人
で
、
両
下
院
等
の

障
害
の
程
度
が
上
の
状
態
と
同
程

度
で
あ
る
と
知
事
が
認
め
て
、
証

自宅等で寝ている
重度身体障害者

在宅投票が

広町和昭(3) 

郵送で認められます
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新
し
く
、
自
宅
や
病
院
で
寝
て
い
る
一
定
の
重
度
身
体

障
害
者
が
郵
便
で
投
票
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る
在
宅
投
票
制

度
が
設
け
ら
れ
、
家
や
病
院
に
居
た
ま
ま
投
票
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
陀
な
り
ま
し
た
。

該
当
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
事
務
は
、
三
月

一
日
か
ら

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
本
町
の
場
合
は
四

月
十
三
日
の
県
議
会
議
員
選
挙
か
ら
こ
の
制
度
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

在
宅
投
票
(
郵
便
投
票
)
は
次
の
手
順
で

明
書
を
交
付
し
た
人
υ

郵
便
投
票

証
明
書
の
交
付

重
度
身
体
障
害
児
該
当
す
る
人
は
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
花
、
自
分
で
署

名
し
た
文
書
を
出
し
、
自
分
が
該
当

者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
「
郵
便

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
こ
の
申

請
書
紀
基
づ
き
そ
の
人
が
該
当
す
る

か
否
か
を
確
認
し
、
該
当
す
れ
ば
郵

便
で
、
本
人
応
対
し
て
証
明
書
の
交

付
を
し
ま
す
。

投
票
用
紙
・

封
筒
の
請
求

あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
た
人
は
、
投
票
し
た
い

選
挙
の
四
日
前
ま
で
に
、
自
分
が
署

名
し
た
請
求
書
へ
「
郵
便
投
票
証
明

書
」
を
添
え
て
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
民
投
票
用
紙
・
郵
便
投
票
用
封
筒

の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
珪
彊
水
が
あ

れ
ば
、
選
挙
期
日
の
告
示
筏
直
ち

に
本
人
宛
郵
便
で
郵
便
投
票
用
紙
・

封
筒
を
送
り
ま
す
。

投
票
の
方
法

投
票
用
紙
、
封
筒
を
受
取
っ
た
人

は
、
あ
な
た
が
現
在
い
る
場
所
(
病

院
や
自
宅
等
)
で
投
票
用
紙
陀
自
分

で
候
護
官
一
名
を
書
き
、
乙
れ
を
郵

便
投
票
封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
、
封

筒
の
表
へ
投
票
年
月
日
と
投
票
記
載

場
所
、
自
分
の
署
名
を
し
、
そ
の
郵

便
投
票
用
封
筒
を
私
用
そ
の
他
の
封

筒
に
入
れ
て
、
表
に
「
郵
便
投
票
在

中
」
と
は
っ
き
り
書
い
て
郵
便
で
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
陀
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

HHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHnnHH 

意
義
で
あ
っ
た
と
の
感
想
を
得
て

大
変
よ
ろ
こ
ん
で
お
り
ま
す
。

人
生
の
一
転
期
と
し
て
の
二
十

才
を
、
今
ま
で
の
成
長
を
よ
ろ
こ

ぶ
と
同
時
に
大
人
の
仲
簡
入
り
を

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
い
か

に
開
拓
し
て
い
く
か
、
そ
の
決
意

や
思
索
は
ど
こ
ま
で
も
本
人
白
か

ら
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
行
政
に

お
い
て
も
そ
の
意
義
を
充
分
と
ら

え
、
少
し
で
も
役
立
つ
よ
う
努
力

す
る
わ
け
で
す
。

各
地
区
と
も
ゆ
き
ず
ま
っ
た
成

人
式
を
打
開
す
る
た
め
、
あ
れ
こ

れ
と
胞
策
を
ね
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

の
形
の
成
人
式
が
生
れ
て
お
り
ま

す。
昭
和
地
区
で
も
通
り
一
遍
の
成

人
式
で
な
く
「
本
当
に
該
当
者
の

成
人
式
で
あ
る
よ
う
」
ま
た
「
強

く
印
象
陀
残
る
よ
い
成
人
式
で
あ

る
よ
う
」
に
と
願
う
も
の
で
す
。

そ
こ
で
こ
れ
か
ら
の
新
成
人
該

当
者
は
、
深
い
連
喧
意
識
の
も
と

陀
「
自
分
た
ち
の
成
人
式
だ
か
ら

自
分
た
ち
で
や
る
ん
だ
」
と
い
う

自
主
的
な
気
構
に
立
っ
て
、
折
々

担
談
も
し
、
要
望
な
ど
も
ど
し
ど

し
届
け
て
頂
き
、
更
に
改
善
す
べ

き
点
は
改
善
す
る
よ
う
考
え
て
お

り
ま
す
。
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報広町和昭

⑨ 

!? 
!年!

四
月
一
日
は
入
学
式
、
も
う
入
学

の
準
備
も
と
と
の
い
、
新
し
い
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
兄
さ
ん
姉
さ
ん

が
い
る
学
校
へ
出
掛
け
る
日
が
近
づ

き
ま
し
た
。

今
年
開
康
小
学
校
児
入
学
す
る
児

童
は
、
男
六
十
四
名
、
女
五
十
一
名

の
一
一
五
名
で
昨
年
よ
り
五
名
少
な

く
な
り
ま
し
た
。

⑧ 

⑧ 

⑥ 

⑧ 

入
学
を
待
つ
園
児

ハ
押
原
保
育
園
〉

ス
キ

l
教
室
盛
大
に

昭
和
町
体
育
協
会
主
催
の
ス
キ
ー

教
室
が
、
一
、
二
月
の
両
月
三
固
に

わ
た
り
長
野
県
車
山
ス
キ
l
場
で
聞

か
れ
た
。

年
C
と
に
ス
キ
ー
人
口
が
増
え
て

い
る
中
で
、
町
が
催
す
ス
キ
l
教
室

は
、
本
人
負
担
七
C
C円
(
ス
キ
ー

の
あ
る
人
)
と
い
う
こ
と
で
特
に
人

気
を
集
め
た
よ
う
で
す
。

初
心
者
も
最
初
は
、
お
そ
る
お
そ

る
歩
く
程
度
で
し
た
が
、
帰
り
近
く

に
は
ど
う
や
ら
す
べ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
:
;
:
、
や
は
り
ス
キ
ー

は
難
し
い
:
¥
と
の
声
が
多
い
よ
う

で
し
た
。

一車球大会一

昭和町卓球大会が 2月 23日(日曜日)押原小学校体 i 
育館において聞かれた。 z

誰にでも簡単に出来、はば広く楽しめるスポーッとし ; 
て、年Cとに参加者が増してきている中で今年は個人戦 ! 
R. 1 6 2人が参加、大会役員は組合せに四苦八苦でした。 4

団
体
戦

一

位

向

西

二
位
西
条
二
区

三

位

押

越

男
子
二
十
五
才
ま
で

一
位
石
原
正
雄
(
紙
漉
阿
原
)

二
位
山
本
功
(
河
東
中
島
)

男
子
二
十
六
才
J
三
十
五
才

一
位
原
邦
夫
(
清
水
新
居
)

二
位
千
野
清
造
(
西
条
二
区
)

男
子
三
十
六
才
ま
で

一
位
有
泉
一
雄
(
西
条
一
区
)

二
位
田
島
昭
夫
(
西
条
二
区
)

女
子
二
十
六
才
J
三
十
五
才

一
位
萩
原
梅
子
(
河
西
)

二
位
清
水
加
代
子
(
紙
漉
)

阿

原

女
子
三
十
六
才
以
上

一
位
斉
藤
満
智
子
(
押
越
)

二

位

依

田

和

江

(

河

西

)

特
別
迷
人
戦

一
位
保
坂
敏
弥
(
清
水
新
居
)

二

位

石

原

忠

則

(

押

越

)

男
子
選
手
権
者

石
原
正
雄
(
紙
漉
阿
原
)

女
子
選
手
肇
台

千
野
く
み
子
(
清
水
新
居
)

62人が参加



報広町

悪
天
候
に
悩
ま
さ
れ
工
事
の
お
く

れ
て
い
た
町
道
一
号
線
、
押
原
中
学

校
東
か
ら
西
条
ま
で
の
全
長
四
0
0

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
道
路
拡
幅
工
事

が
字
詰
出
し
ま
し
た
。

町
道
一
号
線
の
中
で
も
こ
の
箇
所

の
幅
員
が
一
番
せ
ま
く
、
特
に
西
条

地
区
の
生
徒
の
通
学
路
に
も
な
っ
て

い
ま
し
た
の
で
利
用
者
陀
と
っ
て
は

大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

和

需
工号 1

1車線!

昭(5) 

!完i
上
河
東
常
永
住
宅
団
地
内
の
県
営

住
宅
(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
五
階
建
)

が
字
設
し
四
月
か
ら
入
居
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
常
永
団
地
の
う
ち
、
建
売
分

譲
予
定
戸
数
六
十
二
戸
は
す
で
に
完

成
し
、
町
営
住
宅
は
九
十
二
戸
予
定

の
う
ち
四
十
戸
が
完
成
し
て
い
ま
す

県
営
住
宅
の
建
設
は
今
回
が
初
め
て

の
三
十
戸
で
す
が
、
五
十
年
度
も
同

じ
よ
う
陀
建
設
の
計
画
に
な
っ
て
い

ま
す
。

竜
王
町
の
玉
川
団
地
東
か
ら
紙
漉

阿
原
部
落
を
流
れ
る
東
川
の
地
方
病

対
策
河
川
改
修
の
第
一
期
工
事
(
七

三
二
メ
ー
ト
ル
う
ち
県
住
宅
課
補
償

工
事
一

0
0
メ
ー
ト
ル
)
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。

こ
の
溝
渠
は
巾
二
メ
ー
ト
ル
高
さ

一
メ
ー
ト
ル
の
大
型
溝
渠
で
と
れ
に

合
わ
せ
て
関
係
地
肇
台
、
地
元
役
員

の
協
力
で
川
の
東
側
民
三
メ
ー
ト
ル

の
側
道
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、

工
事
の
完
成
を
待
つ
関
係
地
権
者
の

期
待
は
大
き
い
よ
う
で
す
。

高野君
-県ニ位に

健康優良児に

昭
和
四
十
九
年

度
県
健
康
優
良
児

中
央
審
一食
会
が
昨

年
七
月
県
営
体
育

館
を
中
心
会
場
に

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
審
査
会
の

出
場
者
は
、
県
内

十
ゃ
フ
ロ
ッ
ク
か
ら

予
選
を
通
過
し
た

男
女
十
人
ず
つ
の

ム
且
計
二
十
名
(
六

佳
生
児
限
る
)
で

行
な
わ
れ
、
押
原

小
堂
校
か
ら
高
野

光
司
君
(
飯
喰
)

が
中
巨
瞳
フ
ロ
ッ

ク
の
代
表
で
出
場

し
県
下
で
第
二
位

と
い
う
す
ば
ら
し

い
成
績
を
お
さ
め

ま
し
た
。

こ
の
審
査
の
内
容
は
、
か
ら
だ
全

体
を
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
医
が
検
診
し

ま
た
知
能
検
査
、
運
動
能
方
な
ど
厳

し
い
審
査
受
け
ま
す
。

出
場
し
た
児
童
は
年
々
体
格
は
良

く
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
体
格
の
割

陀
運
動
能
力
陀
乏
し
い
の
が
欠
点
の

よ
う
で
し
た
。

な
お
一
位
と
高
野
君
の
比
較

高

野

君

一

位

一
五
五
・
一
明
一
六
四
d

四
四
・
六
均
五
八
・
五
勾

七
七
・
五
明
八
一
.d

身
長

体
重

胸
囲



(6) 

マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
・
増
築
に
は

ら
ず
建
築
確
認
申

合
、
建
築
基
準
法

面

上一一
帯

斗

4
J
Jゴ
叶
ヨ
ヨ
に
よ
り
建
築
確
認

一

一
二

世

一

一一

一
二日現時一

一一
主

申
請
書
を
、
町
の

「面
⑤
二
部
一
一
一a

一二
直

一r
J
二
E:一三一
一一
一

役
場
を
経
由
し
て

一肌一で

一一一一一…
一二
一回
一一一
一一一

一一一
一二

三

一

知一
一一…

一司
一一
一一千
一
]?4
2
ーす
十王

山
L

甲
府
土
木
事
務
所

通一
緒

…

一一一
盟
主
主
一

一一干

一

一一二

に

提

出

し

、

確

認

よ
一
…
…
一
…
一
一

一川
吉
ロ
ヒ
一
同
一
一
一

Lru--一

通
知
書
が
建
築
主

一一一一

一

蜘

山

一一
一相
手
一一一誠
一
一
口
一一戸一一野
町一
一一一‘
こ
に
届
け
ら
れ
ま
す

…回
一い
|

山
配
性
佳
ほ
同
匡
出
断
間
配
い
院
医
E
E

乙
の
建
築
確
認

通
知
書
は
、
た
だ

自
分
の
家
を
新
築
、
改
築
す
る
場
建
築
基
準
法
だ
け
陀
必
要
な
も
の
で

〉

ま

手

こ

、

6

ら

す

?

F

…

日

着

た

て

ら

か

ま

損

~

1

陀

れ

し

か

日

き

精

3

事

さ

)

日

だ

む

カ
)

~

月

旦

用

く

の

ん

ん

や

明

円

2

築

使

除

得

住

ト

レ

額

以

0

一

1

新

後

を

取

、

こ

除

ω川

一

年

の

築

の

は

は

く

控

2

C

一

除

8

屋

新

も

た

に

引

観

は

得

~

控

ι
家

、

る

ま

合

レ

取

持

恥

ー

和

に

に

よ

、

場

差

宅

ム

ロ
降

~

得

昭

め

め

に

日

た

ら

住

場

以

~

取

ら

た

た

与

の

し

か

一

M
且

か

の

の

贈

了

氏

額

一

ぇ

一

宅

日

宅

住

(

完

宅

税

1

一
0

品
川
月

主

1

住

居

得

事

住

陀

一
1

げ

1

~

{

月

の

の

取

工

の

引

×

R
年

1

分

分

を

を

分

よ

)

M

9

~

年

自

白

屋

屋

自

の

準

一
額

W
4

一

7

、

は

家

家

に

次

標

-

引

(

…

4

に

た

い

の

内

、

の

一
得

)

和

間

ま

な

ら

以

問

屋

一

♂

昭

の

、

の

れ

月

年

家

一
取

~

で

し

と

こ

ケ

3

ぐ

必

報広町和昭

請
を

-
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
(
住
宰
孝
一

当
〉
ま
た
は
、
税
金
の
特
別
控
除

(
住
望
取
得
控
除
)
ゃ
、
住
宅
公
庫

立
ど
か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
な
ど

陀
こ
の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
家
を
新
築
、
増
築
す
る
場

合
は
、
必
ら
ず
建
築
確
認
申
請
を
出

す
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

特例の適用を受けるための手続

(1) 住宅取得控除額の計算明細書

(2)イ建築基準法の適用受ける(昭和町の場合は全域)

家屋については、建築確認申請の確認通知書の写

し。

ロイ以外の家屋陀ついては、その家屋の設計図その

他の書類で床面積が、 12 0 nt以下(4 9年 1月

1日以降取得したもの 165nt)である乙とを明

らかにする書類またはその写し。

家屋の登記簿の謄本もしくは抄本、新築工事の請

負契約書、売買契約その他の書類で家屋を取得し j
たこと、および家屋の工事着手年月日もしくは取;

! 得年月日を明らかにする書類またはその写し。 i

i (必住民票の写し。 i

(3) 

玄
米
換
算
で
ニ
四
六
ト
ン

五
+
年
度
稲
作

転
換
目
標

一
一
月
二
十
七
日
の
稲
作
転
換
対
策

事
務
の
打
合
せ
の
会
議
陀
お
い
て
、

昭
和
町
の
五
十
年
度
の
転
換
目
標
数

量
(
玄
米
換
算
)
は
、
二
四
六
ト
ン

(
三
十
キ
ロ
入
袋
八
二

C
C俵
)
面

積
に
し
て
六
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
決

定
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。

個
人
別
割
当
通
知
は
、
後
日
い
た

し
ま
す
が
稲
作
転
換
は
、
五
十
年
度

が
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
の
で
、
昭

和
四
十
五
年
度
に
転
換
奨
励
金
を
受

け
た
農
地
花
付
て
は
、
五
十
年
度
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
申
告
の
際

は
御
注
意
下
さ
い
。

昭
和
町
の
転
換
農
地
の
反
収
は
因

。
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
で

一
キ
ロ
六
八
円

の
奨
励
金
に
な
り
二
七
、
四
の
四
円

と
立
り
野
菜
・
養
魚
地
・
農
業
生
産

施
設
用
地
は
反
当
五
千
円
の
加
算
金

が
つ
い
て
反
当
三
二
、

四
O
四
円
の

奨
励
金
と
な
り
ま
す
。

果
樹
及
び
桑
の
加
算
金
は
反
当

一

万
円
の
加
算
金
が
つ
き
反
当
三
七
、

四
O
四
円
の
奨
励
金
と
な
り
ま
す
。

休
耕
田
は
四
十
九
年
で
き
致
し

ま
し
た
の
で
五
十
年
度
に
於
て
は
対

照
と
な
り
ま
せ
ん
。

行

政

相

談

と
き

三
月
十
七
日
(
月
)

四
月

一
日
(
火
)

四
月
十
五
日
(
火
)

中
央
公
民
館(

相
談
室
)

午
前
九
、

O
O
J

四、

0
0

場
所心

配

ご

と

相

談

と
き

三
月
十
七
日
(
月
)

四
月
二
日
(
水
)

四
月
十
六
日
(
水
)

中
央
公
民
館円

児
童
室
)

午
後
一
、

O
O
J

四、

0
0

場
所<:'D ~唱 、咽恒国‘

./ ι 『 司直聖'

~(\σι:~ 
lCココ3 ¥ r<l'フ..--‘ ゐ J 

lCコ可'L.#I内 '"yーラ'_1

たばこは町内で買って、

健康に害のないよう

吸いましょう.



マ
マ
さ
ん
パ
レ

l
部
の
盛
大
さ
に

く
ら
べ
、
男
子
バ
レ
ー
部
は
以
外
と

部
員
数
が
少
な
く
練
習
が
思
う
よ
う

に
出
来
ず
、
部
長
は
じ
め
部
員
の
頭

の
悩
め
る
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
数
少
な
い
部
員
で
す
が
、

報

クラブ紹介

広町和日百

愛
好
者
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

部

長

三

井

猛

部
員
堀
之
内
法
政
・
萩
原
秋
夫
・

山
村
新
一
・
志
村
力
・
井

週
一
回
(
月
曜
日
)
の
練
習
日
に
は

マ
マ
さ
ん
パ
レ
!
部
員
と
合
同
に
な

り
楽
し
く
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
ち
の
バ
レ
ー
大
会
に
は
、
大
変

上
手
伝
人
達
が
劣
勢
い
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
部
員
一
同
町
民
の
パ
レ

l

(η 

音B男子パレ

口
健
・
藤
本
力
・
堀
口

勉
・
内
藤
要
二
・
磯
部
和
司

小
沢
勝
己

練

習

日

毎

週

月

曜

日

時

間

午

後

七

時

三

十

分

場

所

押

原

小

学

校

体

育

館

社会教育のもよおし

家庭教育学級

3月 18日(火) 午後1.0 0 

子どもがよくなるとき

3月 26日(水) 午後1.0 0 

美しい心を育む性のしつけ

3月28日(金) 午後1.0 0 

閉級式、反省会

青年学級

3月 16日(日)

史跡めぐり

3月 20日(木)

閉 級 式

婦人講座

3月 27日(木) 午後 2.0 0 

甲斐源氏と昭和町

婦人会総会

3月 27日(木)

中央公民館

方川、り
四
十
九
年
十
二
月
一
日

よ
り

出

生

内
藤
称
苧
一
父
清
明
長
女
西
条
二
区

高
崎
由
紀
子
H

宏
之
長
女
西
条
二
区

石
原
透
雄

H

一
好
長
男
紙
漉
阿
原

清
水
ま
ゆ
み
H

正
幸
長
女
西
条
二
区

天
城
和
也

H

達
也
長
男
西
条
二
区

金
丸
美
穂

H

時
文
長
女
西
条
二
区

渡
辺
亜
矢
美
H

弘

二

女

押

越

堀
之
内
巧
ぐ
司
令
法
政
長
女
河
西

浅
川
貴
光

n

正
侍
長
男
上
向
東

金
丸
雄
一

H

正
雄
長
男
上
河
東

狩
野
恭
子
，
勉
長
女
河
東
中
島

丸
山
百
恵

H

清
次
二
女
紙
漉
阿
原

山

田

剛

H

正
長
男
上
河
東

午前 8.3 0 

午後 7.3 0 

中
沢
美
紀
父
康
夫
長
女
河
東
中
島

、伊
野
小
百
合
仰
篤
宣
長
女
西
条
二
区

長
田
香
代
子
8

肇
二
女
清
水
新
居

河
竪
芙
咲

8

正
年
長
女
上
河
東

吉
沢
丈
志

F

文
男
長
田
忍
清
水
新
居

角
野
祐
子

g

洋
二
女
西
条
一
区

有
泉
敦
実

H

高
広
長
男
上
河
東

鷺

山

仁

H

房
雄
長
男
紙
漉
阿
原

戸
嶋
亜
弥

H

修
長
女
清
水
新
居

偲

取

豊

ρ

純

一

長

男

河

西

秋
山
真
佳

n

和
雄
長
田
茜
条
二
区

望
耳
靖
也
8

幸

太

郎

長

男

押

越

鈴
木
絵
理

H

文
治
長
女
西
条
二
区

婚

姻

夫

萩

原

秋

夫

妻

辻

君

代

夫

河

野

篤

宣

妻

』清

水

節

子

夫

庄

下

忠

男

妻
深
沢
ち
か
子

夫

斉

藤

政

造

妻

相

川

明

子

夫
小
田
切
三
雄

妻

秋

山

敏

恵

夫

石

原

芳

広

妻

杉

山

金

子

河西
条
二
区

西
条
一
区

築
地
新
居

西
条
二
区

同

午後1.0 0 西西

5月の休日緊急当番医院
区分 東部担当医(内科、小児科)

年月日 医院名 所在地 電話番号

50. 5. 3林野医院竜王町西八幡 055276 ....;. 2816 

4乙黒医院玉穂村成島 055273ー2001

5大久保医院敷島町東町 055277ー 2129

11保坂医院竜王町富竹新田 055276 - 2619 

18木之瀬医院田富町布施 055273ー 2216

25清水医院敷島町島上条 055277 -2014 

4月~
区分 東部担当医(内科、小児科)

年月日 医院名 所在地 電話番号

50.4. 6清水医院敷島町島上条 055277 -2041 

13森川医院昭和町河東中島 055275ー 2070

20斉藤医院竜王町竜王 055276ー 2010

27田中医院田富町東花輪 055273ー

29保坂医院敷島町島上条 055277 -



平
佐
h

ク
ラ
ブ
活
動
は
、
各
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落
C

ω一
と
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

学
校
を
は
な
れ
て
の
活
動
は
、
廃

品
回
収
や
お
楽
し
み
、
社
会
見
学
な

ど
夏
休
み
、
冬
休
み
を
利
用
し
て
父

兄
と
と
も
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
各
部
落
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ

活
動
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

報広町和昭

ヂ供クラブ
昭和 49年度

若竹子供クラブ実施行事

介
お正月おたのしみ会

(竹馬、竹とんぼ、パトミ

ントン大会)

1月

昭
和
二
十
一
年
四
月
、
南
西
部
落

の
希
望
す
る
平
庄
内
た
ち
を
も
っ
て
、

臼
ば
ら
子
ど
も
会
と
し
会
を
設
立
。

昭
和
二
十
四
年
四
月
児
童
福
祉
法

制
定
を
記
念
し
若
竹
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

と
し
設
立
以
来
、
優
良
子
ど
も
ク
ラ

ブ
と
し
て
郡
、
県
よ
り
表
彰
を
受
け

会

の

あ

ゆ

み

子どもクラブ卓球大会2月

中学 3年生を送る会

サイクリング(鏡中条)

昭和町育成会主催、ソフト

ドッヂボール大会

8月 O社会見学、精進湖、朝霧高

原グリンパー夕、白糸の滝

l年生をむかえる会

ボール、

3月

5月

7月

河口湖

る

会
の
運
営

会
の
運
営
は
、
今
付
玉
美
会
長
を

中
心
と
し
、
援
助
者
会
を
設
け
男
女

二
十
名
で
平
吐
h

た
ち
の
運
営
の
手
だ

す
け
を
し
て
い
る
。

ク
の
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プ

サ
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ク
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グ
若
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む

り
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楽
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イ
を
た

サ
グ
ま

無
ン
か

釜
リ
な

O キャンプファイヤ一実施

o盆踊り大会

若竹子供クラブ
一河西一

夏休み ラジオ体操の会

お宮、公会堂の大掃除

子供クラブ役員会10月

11月
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